
農業試験場（北海道立総合研究機構 農業研究本部）の概要
令 和 ７ 年 ４ 月 １ 日
北海道農政部技術普及課

１ 役割

・道立農業試験場は平成22年４月に新たに
設立した地方独立行政法人 北海道立総
合研究機構 農業研究本部に移行

地方独立行政法人北海道立総合研究機構

※参考：機構図（関係分）
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天北支場 ○道内の農業関係試験研究機関
畜産試験場 機 関 名 等 主な研究内容
花･野菜技術センター 道総研 農業試験場（８場１支場） 実用技術開発

農学系大学５校（北大､畜大､酪大､東農大､ 学術的研究
・今後も本道における農業技術開発の中核 拓殖短大）
機関として、主に実用技術開発を実施 国立研究開発法人農業・食品産業技術総合機構 基礎的・先導的研究

２場（北農研センター･動物衛生研究部門札幌研究拠点） （学術～実用）
・作物育種や家畜改良、持続的農業の発展 地域農業技術センター（52機関） 地域応用試験
のための技術、農産物の安全と品質向上 民間試験研究機関（資材・種苗会社など） 資材試験、育種 他
技術など、農業における生産性と収益の
向上や環境の保全、地域の経済発展に大 ○沿革
きく貢献

1876（明治９年） 開拓使牧牛場（後の新得畜試）を札幌市真駒内に設置
・なお、研究の推進にあたっては、北海道、 1901（明治34年） 北海道農事試験場が国により札幌に設置
農業改良普及センターや基礎的研究を実 1950（昭和25年） 国立と道立に分かれ、道立農試は､札幌に本場､渡島･上川
施している北農研センターなどと連携を 十勝・北見・根室・天北に支場、滝川に原々種農場
図りながら実施 1964（昭和39年） 本・支場を廃止し、10場体制（７農試、２畜試、１農場）

1987（昭和62年） 原々種農場を植物遺伝資源センターに再編
1996（平成８年） 花・野菜技術センターを滝川市に設置

２ 沿革 2000（平成12年） 滝川・新得の２畜産試験場を「畜産試験場」に統合
2006（平成18年） 天北農業試験場を上川農業試験場の支場とするとともに、

・前身は、明治時代の開拓使牧牛場や国の 植物遺伝資源センターを中央農業試験場に統合
農事試験場など 2010（平成22年） 地方独立行政法人 北海道立総合研究機構に移行

・幾多の統廃合など変遷を経て８場１支場 2018（平成30年） 「根釧農業試験場」が「酪農試験場」に「上川農業試験場
体制 天北支場」が「酪農試験場天北支場」に名称変更

・地方独立行政法人へ移行後、現在は第４
期目(R7～R11年)の中期計画期間 ○研究体制（R７年度）

場 名 職員数 研究職 主たる担当分野 担当地域 所在地
研究本部 32 14 研究企画・調整 全 道 長 沼 町

３ 研究体制 中央農試 82 71 全分野(除く畜産) 道央圏 長 沼 町
上川農試 28 20 稲作､畑作､園芸 道北圏 比 布 町

・地方独立行政法人への移行に伴い、農業 道南農試 20 13 稲作､園芸 道南圏 北 斗 市
研究本部が設置され、農業試験場を統括 十勝農試 43 34 畑作､園芸 十勝圏 芽 室 町

・各農業試験場はそれぞれ担当分野、担当 北見農試 37 28 畑作､園芸､草地 オホーツク圏 訓子府町
地域を設定し、地域毎の課題に対応 酪 農 試 44 18 酪農、草地 全道 中標津町

・令和７年４月現在、 天北支 場 9 5 草地 道北圏 浜頓別町
職員配置数は、413名 畜 試 91 34 家畜､草地 全 道 新 得 町

（うち研究職 253名） 花・野セ 27 16 園芸 全 道 滝 川 市
※他機関への出向職員を除く 計 413 253

○試験場予算の状況 （単位：百万円）
４ 試験研究予算の状況 区 分 R2 R3 R4 R5 R6 R7

試験研究関連 582 618 673 666 704 644
・農業試験場の運営にかかる予算は 維持管理関連 1,012 1,038 1,044 1,170 1,185 1,226
令和７年度で約１８．７億円 施設等整備関連 0 192 486 197 145 143
うち試験研究関連費は、約６．４億円

計
1,594 1,848 2,203 2,033 2,034 2,013
(1,235) (1,410) (1,698) (1,274) (1,295) (1,475)

（カッコ内は道費または道交付金、合計は人件費除く。）



５ 研究成果
◇ 新品種や低コスト・省力生産技術の開発などを通じて、本道農業の生産性の向上に大きく貢献
◇ 本道で作付されている水稲、小麦、大豆等の品種のほとんどが道総研 農業試験場の育成品種
◇ 農畜産物の品質や家畜衛生に係る研究、生産性向上を目指した実用技術等を開発するとともに、農業情勢の変化に
的確に対応するため、プロジェクト研究体制の下で、クリーン農業技術や家畜ふん尿処理利用技術などを開発

○開発した主な品種 ※は共同育成品種

作 目 品種名 特 長 育成場 育成年
そ ら き ら り 多収、いもち病抵抗性強、中食・外食向け 中 央 R05年
え み ま る 多収、直播適性、低温苗立性強、良食味 上 川 H30年
そ ら ゆ た か 早生、多収、飼料米 中 央 H28年

水 稲
き た し ず く 大粒、多収、心白発現良好、酒造適性良好、耐冷性強 中 央 H26年
き た ふ く も ち 切り餅適性良、硬化性高、耐冷性極強、多収 上 川 H25年
ゆ め ぴ り か 極良食味 上 川 H20年
き た ほ な み Ｒ 縞萎縮抵抗性、多収、日本めん適性良 北 見 R07年

小 麦
北 見 95 号 菓子適性 北 見 R02年
と よ ま ど か 白目、豆腐加工適性高、低温障害耐性強、耐倒伏性強 十 勝 H30年

大 豆
ス ズ マ ル Ｒ 白目小粒、納豆加工適正良、線虫抵抗性極強 中 央 H27年
き た い ろ は 茎疫病抵抗性、コンバイン収穫適 十 勝 R05年

小 豆
き た ひ ま り 茎疫病・落葉病抵抗性、耐倒伏性 十 勝 R03年
舞 て ぼ う 手亡、耐倒伏性強、成熟期葉落ち良、製餡適性良 十 勝 R05年

い ん げ ん 秋 晴 れ 金時、早生、耐倒伏性、黄化病抵抗性強、加工適性 十 勝 H31年
か ち ど き 金時、中生、多収 十 勝 H29年
ゆ め い こ ろ 生食用、早生、線虫・そうか病抵抗性、塊茎の目が浅い 北 見 R03年

馬 鈴 し ょ さ ら ゆ き 線虫抵抗性、中生、ポテトサラダ加工適性 北 見 H31年
ハ ロ ー ム ー ン 線虫抵抗性、多収、油加工（ﾎﾟﾃﾄﾁｯﾌﾟ）適性 北 見 H30年
コ ナ ユ タ カ でん粉原料適性、線虫抵抗性強、多収 北 見 H26年
す ら り っ ぷ

※
加熱加工適性良、加工歩留まり高、多収 北 見 H28年

た ま ね ぎ
ゆ め せ ん か 加熱加工適性良、乾物率高・Brix高 北 見 H24年

い ち ご ゆ き ラ ラ 大果、規格内収量多 花 野 H28年
メ ロ ン お く り 姫

※
赤肉、良食味、耐病性（うどんこ病、えそ斑点病） 花 野 H27年

やまのいも と か ち 太 郎 多収、えそモザイク病抵抗性中 十 勝 H25年
お う と う 陽 ま り 大玉、良着色、良食味、交雑和合性 中 央 R04年
ぶ ど う スイートレディ 高糖度、良食味、無核（種子痕跡小） 中 央 H26年

ゆ め み る ひ
※ 早生、混播適性優、越冬性並、栄養価優 北 見 R06年

牧草(ﾁﾓｼｰ)
セ ン リ ョ ク

※
中生晩、耐倒伏性性、多収、高栄養価 北 見 R02年

肉牛 勝 早 桜 ５ 黒毛和種雄牛、産肉能力高、産子発育能力高 畜 試 H26年
豚 ハ マ ナ ス Ｗ ２ 産肉・繁殖能力高、肉質良 畜 試 H21年
鶏 北 海 地 鶏 Ⅲ 産肉・増体能力高、肉質良 畜 試 H31年

○開発した主な新技術

内 容 担当場 発表
生食用ばれいしょ「ゆめいころ」の食味特性および貯蔵適性 北 見 R07年
テンサイ褐斑病抵抗性極強品種における褐斑病の省力防除法 十 勝 R07年
子実用とうもろこしの有機栽培における安定生産技術と輪作体系への導入効果 中 央 R07年
衛星リモートセンシングと地理情報を活用した畑地の排水不良域の推定法 中 央 R07年
加工用にんじんの安定供給を目指した栽培・出荷体系 花 野 R07年
露地野菜の収穫作業を省力化するコンベヤキャリア式収穫体系 農研本部 R07年

○開発中の新技術等

作 目 等 内 容

水 稲 ・極良食味米、直播栽培向けの食味に優れた品種及び業務用多収品種の開発

小 麦 ・麺、パン、菓子の加工適性に優れた病害・障害に強い品種の開発

豆 類 ・豆腐、製あん、煮豆等の加工適性に優れた病害・障害に強い品種の開発

馬鈴しょ ・でん粉原料用および加工用の品質が優れる複合病虫害抵抗性品種の開発

・果実品質の高い春どり作型向けいちご多収品種の開発
野 菜

・品質向上および省力・低コスト化技術と貯蔵技術の開発

・国産自給飼料確保に向けた高生産性牧草等と安定栽培法の開発

畜 産 ・人畜共通感染症等の家畜病害の予防及び診断手法の開発

・黒毛和種の牛群改良や繁殖・飼養技術の開発

・牛のげっぷに由来するメタンの低減技術の開発

・クリーン農業・有機農業技術の開発
環 境

・水稲・畑作等の低コスト・安定多収技術及び農地環境保全技術の開発

品 質 ・農産物の品質評価・加工適性評価法の開発

農業機械 ・ICT等の先進技術を活用した省力化・効率化・精緻化技術の開発と体系化

経 営 ・開発技術の経済性評価・新たな政策に対応した経済指標の策定・地域営農支援策の構築

地 域 ・新開発技術の地域導入を図る実証的試験及び既存技術を組み合わせて技術的な解決を図る体系化試験


